
 

鎌倉漁港基本構想検討情報図（漁港建設候補地の制約境界 １／２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【海浜形状影響境界線②】 
由比ヶ浜側護岸の見通しより由比ヶ浜

側に出ない。 
※由比ヶ浜側護岸の見通しより、由比ヶ

浜側に出ると、新たな遮蔽域ができ

て、周辺の砂を大きく移動させる可能

性がある。 
※既設の突堤は高さが低いため、海浜変

形には大きな影響を与えていない。 

【景観保全境界線①】 
稲村ケ崎から坂ノ下駐車場へ向かう

国道護岸の見通しより沖（図の右側）

へ出ない。 

【景観保全境界線②】 
坂ノ下護岸から沖側 150ｍまでの範
囲内に漁港を収める。 

海浜変形に支配的な波の入射方向 
（平均的に主方向Ｓと推定） 
※年間を通して全ての波の平均的

な波向き。海浜変形に影響する境界

点を坂ノ下護岸南端（突堤５先端）

に仮定し、海浜変形の影響境界線と

想定した。 

【海浜形状影響境界線①】 
沖側で波を遮蔽する境界点（突堤５

先端）から見た場合の海浜変形に影

響を与える境界線。 
※海浜変形に影響する範囲は、波の

遮蔽境界点から約 45°外側へ開
いた範囲付近までとされる。 

突堤１ 

突堤２ 

突堤３ 

突堤４ 

突堤５ 

45° 

参考資料１ 
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                                                                  漁港整備が可能な範囲（概算面積）の比較 

配置案 影響の少ない範囲 影響が想定される範囲 
備  考   

Ⅰ案 
約２６,６００㎡ 約１,２００㎡ 

「影響が想定される範囲」へ
の拡幅は、海浜形状への影響
予測解析等、より詳細な調査
が必要である。 

Ⅱ案 約３２,７００㎡ 約３,５００㎡ 

Ⅲ案 約２９,２００㎡ 約３,５００㎡ 

※上記は、坂ノ下護岸と接する整備範囲の幅を３００ｍと仮定した面積。 
※     は、漁業者案による漁港の形を各案の中央付近に示したもの。 
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